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本研究の 目 的は， 子 ど も が友達と 学ぶこ と が楽 し く ， それが 自 分のためにな る と い う こ
と を学習内容の一部 と して学ぶこ と ができ る授業を開発する こ と であ る。 そ こ で， ジグソ
ー学習 と ワール ド ・ カ フ ェ を用いた小学校社会科の耕オ開発を試みた。 子 ど も たちは， 相
互交流を通 し， 関わ り を楽 しみなが ら， 友達から新しい こ と を学んだ。 しか し， 書 く 能力
を高める こ と と 協同の場を組み合わせた学習を継続的に行 う こ と が課題 と して残っ た。
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1 問題の所在 と 方法
筆者は， 昨年， 小学校 6 年社会科 「国際理解」
の単元開発を行った。 教育内容 と 共に協同の価値
を児章が学ぶこ と ができ る よ う にする ための授業
づ く り であ る。 ジ ョ ージ ・ ジエイ コ ブpズ、ら (2002)
は， 協同の価値について次の よ う に述べる。
価値 と しての協同 と は， 互いに助 け あ う
こ と それ 自 体を達成すべき 目 標 と し 他
の人を潜在的な協力者 と して認め， な る
べ く 競争や個別の代わ り に協同 して作業
する こ と を推奨する こ と を意味 します。
筆者がい う 「協同の価値」 も これ と 同 じ意味と
する。 他者を学習資源 と して認め る こ と で， 相互
作用的に学習が進むのである。
単元の核 と なる テーマは 「ホームステイ したい
国を考え よ う j であっ た。 単元では， ホームステ
イ したい国のヰ割教を知る た め に， ジ グ ソ ー学習 を
用いた。 ジグソー学習はジグふソーパズノレを組み合
わせる よ う に， 一人一人が違 う 国について調べ，
班で発表する よ う な学習形態であ る。 授業は次の
よ う に行った。 ①基本 と な る 4 人の班グループ。を
作る。 ②ア メ リ カ ， 中国， 韓国， サ ウ ジア ラ ビア
をそれぞれ調べる ので， 班 グループの中で 1 人 1
ヶ国担当 を決め る 。 ③それぞれの 国 ご と に集ま り
(専門家グループと 呼ぶ) ， それぞれの固について
人々の生活の様子， 文化や習慣について調べ活動
を行 う 。 ④班グループに戻 り ， 調べた内容を発表
する。 ⑤ホームステイ したい国について理由 と 共
に話 し合 う 。
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ジグソー学習の効果について， 上野徳美 ・ 相川|
充 (1981) は グルーフ。成員 と の関わ り と 学業成績
の点で 3 点検討 している。 1 点 目 は， ジグ ソー学
習は児童の 自 尊感情を高め， や り がいを感 じ させ
る こ と 。 2 点 目 は， 相互を学習の情報源 と して認
知 させ， クやノレーフO成員への好意度を高め る こ と 。 3
点 目 は， 児童が様々な資料に触れ， 学習する機会
が増え る ため， 学業成績が向上する こ と。 こ の 3
点か ら， 児童の学習の効果を検討 した。
昨年の実践で成果が 2 点， 課題が 2 点あ っ たO
成果について。 1 点 目 は， 友達か ら情報を教え
て も ら え る 状況に したこ と で， 児童の学習が進ん
だこ と である。 A 児は， 授業後のア ンケー ト で 「 自
分が調べた こ と の 4 倍勉強 した気分になる」 と 回
答 した。 友達か ら 教えて も ら い， 学習ができ た と
感 じた よ う に， こ の よ う な学習状況を設定でき る
ジグ ソ ー学習 を取 り 入れた こ と で児童の学習が進
んだ と い う こ と がで き た。
2 点 目 は， 児童に固有な役割を与えた こ と で，
自 分か ら学習でき た こ と であ る。 固有な役割 と は，
一人一人が別々の固について調べる こ と である。
固有な役割を与 え る こ と で， 必要 と さ れる 自 分を
感 じ や り がい を感 じていた。 その結果， 自 分か
ら学習 に参加でき る よ う になっ ていた。
課題について。 l 点 目 ， 相互交流を通 して， 児
童が 「学んだj と 実感でき る よ う な授業にする こ
と であ る。 授業で， 自 分が担当 した国の文化や気
候について う ま く ま と め る こ と ができず， 友達か
ら責め られた児童が数人いた。 ジグソー学習では，
一人の児童が， 担当 の国について調べる こ と がで
き ない と ， 他の班員はその固に関する情報を得る
こ と ができ ない。 そのため， 一人一人の児童の学
習が， そのま ま他の班員の学習に影響する。
こ の よ う な関係の ま ま では， 友達 と 学び合 う こ
と は難 しい。 相互交流を通 して， 児童が教育内容
を学ぶ と 共に協同の価値について学んだ、 と い う 実
感を得る よ う な授業づ く り について課題が残った。
2 点 目 ， 調べ活動の際に児童の調べる 能力 に依
存 しすぎた こ と である。 昨年の実践では， 調べ活
動を行 う と き ， 資料と して教科書 と 資料集を使用
した。 自 分で調べる こ と ができ る児童は 2 つの資
料か ら， さ ま ざま な情報を得ていた。 そ して， そ
れを班グループで発表する こ と で， 他の班員 も そ
の国について理解 していた。 しか し， 自 分で調べ
る こ と が苦手な児童は， う ま く ま と め る こ と がで
き ず， 班グループで発表する と き ， 他の班員がそ
の国についてあま り 知 る こ と ができ なかっ た。
その結果， こ の 2 つの グループ。で、は， 得る こ と
ができ た情報量に差が出た。 これは， 児童の調べ
る 能力 に任せすぎたためであるo 児童の調べる 能
力がそのまま班グループpの成果に直結 していた。
児童の調べる能力に依存 しすぎず， 全体が情報を
得る こ と ができ る よ う にする 手立てを実践する こ
と について課題が残っ た。
そ こ で， 本研究の課題は， 次の 2 点であ る。 1
点 目 ， 児童が授業を通 して教育内容 と 共に， 協同
の価値を学べ る 学習シス テ ム を構想する こ と がで
き る泊、
2 点 目 ， 児童の調べる能力 に依存する こ と を減
ら し， 学習のベース と な る よ う な学習の素材を ど
の よ う に組み入れる こ と ができ る 均、
そ こ で本研究では， 小学校 6 年社会科 「国捺理
解j 単元の実践を改善 し， 実践を行い， 児童が ど
の よ う な学習 を したのか明 らかに してし 1 く 。
2 先行研究の検討
(1) ジ グ ソー学習 + ワ ール ド ・ カ フ ェ
ジグソー学習では， 児童一人一人が責任感を感
じ それが児童の学習 を促進する。 しか し， 一人
が調べる こ と ができ ない と 他の児童の学習に影響
が 出 る。 個人の学習が全体の学習に直結 してい る
のであ る。 そのため， 個人の調べる能力 に よ っ て，
全体の学習への影響度が変わっ て く る。 調べる こ
と が苦手な児童がいる グループ。で、は， 学習が停滞
して しま う こ と に も な る 。 これは， 児童の調べる
能力が全体の学習 と の結びつ き が強い状態で、ある。
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そ こ で， 児童の調べる能力 が全体の学習への結
びつき が強い状態を和 ら げる ために， ワーノレ ド ・
カ フ ェ の手法を授業に組み込む。
経営活性化 コ ンサノレタ ン ト の香取一昭 (2009)
はワーノレ ド ・ カ フ ェ について次の よ う に述べる。
ワール ド ・ カ フ ェ は， メ ンバーの組み合
わせを変えなが ら， 4 "-'5 人単位の小グル
ープで話 し合いを続け る こ と に よ り ， あ
たかも参加者全員が話 し合っ ている よ う
な効果が得 られる会話の手法。
ワーノレ ド ・ カ フ ェ の過程は 3 つの ラ ワン ド と 全
体セ ッ シ ョ ンの 4 段階で構成 さ れている。
第 1 ラ ウ ン ドはテーマについて探求する段階。
第 1 ラ ウ ン ドでは， 4 "-'5 人の グループを作 り ， そ
の中で， テーマについて話 し合いを してし 1 く 。
第 2 ラ ウ ン ドはアイ ディ ア を他花受粉する段階。
第 2 ラ ウ ン ドでは， テーブルに一人テーブル ・ ホ
ス ト と して残 り ， 他の人は別々のテーブノレに移動
し， そ こ で話 し合いをする。 自 分たちのテーブル
で， どのよ う な こ と が話 し合われたのか紹介 した
り ， 他のテーブルで， どのよ う な話 し合いがあ っ
たのか聞いた り する。 その後， テーマについて，
話 し合いをする。
第 3 ラ ウ ン ドは気づきゃ発見を統合する段階。
第 3 ラ ウ ン ドでは， 移動先のテーブルか ら最初の
テープルに戻る。 そ して， 移動先で どの よ う な話
し合いがあ っ たのか共有 し， テーマについて話 し
合いを してし 、 く 。
全体セ ッ シ ョ ンは集合的な発見を収穫 し， 共有
する段階。 これま での話 し合い を通 し， 自 分が ど
の よ う な こ と を感 じたのかふ り 返 り をする。 そ し
て， それぞれのテーブルで どの よ う な話 し合いが
行われたのか， 全体で確認 しなが ら， 共有する。
なぜ， ワーノレ ド ・ カ フ ェ の手法を組み込む こ と
で， 児童の調べる 能力が全体の学習への結びつき
が強い状態を和 ら げる こ と ができ る のだろ う か。 2
点指摘する。 1 点 目 ， 自 分だけのグループだけで
な く ， 他の グノレーフ。 と 交流 し， 貢献 し， 相互に刺
激でき る か らである。 個人の学習において も ， 役
割を果すこ と ができ る。
2 点 目 ， も し児童が調べる こ と が苦手でも ， そ
の国に関する情報は， 他の グループ。で、の話 し合い
で得る こ と がで き ， 補 う こ と ができ る か ら であ る。
そのため， 全体の学習への影響度が小 さ く なる。
ま た， ワーノレ ド ・ カ フ ェ は， 相互作用 が意図的
に起き る よ う にデザイ ン さ れている。 他者を資源
と 認め， 交流する 中で新 しい気づ き を得る こ と が
でき る。 それが， 他人 と 学んでい る と し づ 感覚を
感 じ させる。
(2) 話 し合いの可視化
授業を通 して， 教育内容 と 共に， 協同の価値を
感 じ る こ と ができ る よ う にするためには， 相手 と
の話 し合し哨2かみ合っ た り ， 深ま っ た り する こ と
が必要である。 そ こ で， 話 し合しゅ1かみ合 う よ う
にする ために， 話 し合いの可視化に注 目 する。
ワーノレ ド ・ カ フ ェ では， 模造紙を使いなが ら，
話 し合いの内容や考えた こ と を書き込む。 これは，
話 し合いの内容を 「可視化J している。 話 し合い
の可視化について， 京射哉コ ンサノレタ ン ト の堀公俊
(2006) は， r視覚情報は， 話 し合いの場を活性化
する力があるj と 述べ， そのメ リ ッ ト を大き く 2
点にま と めている。
1. 話 し合いのプロ セス を共有する
①議論の全体像やポイ ン ト を わか り
やす く する
②議論のポイ ン ト に意識を集中 させる
③共通の記録 と して残す
2. 対等な参加を促進する
①発言を定着 させて安心感を与える
②発言を発言者か ら切 り 南肘
③議論に広が り を与 え る
1 点 目 について。 話 し合いが可視化 さ れる こ と
で， 今 どこ まで話が進んでい る のか， 発言の位置
づけや相互の関係が明 ら かにな る。 話の流れもわ
か り やすく なる。 ま た， 共通の記録と して残る こ
と で， 話 し合いをふ り 返る こ と もでき る。
2 点 目 について。 発言が文字で表 さ れる こ と で，
発言者は安心感を得られる。 それが， 話 し合いへ
の参加意識を高め る こ と に も繋が る。 また， 話 し
合いが可視化， 整理 さ れる こ と で， 見落 と してい
た点を発見 した り ， 新 しい発想、が出てき た り する。
話 し合い を可視化す る こ と を授業の交流場面
に組み込む こ と で， 話をふ り 返る 手助け と なっ た
り ， 新たな気づき を得た り する こ と ができ る と い
う こ と ができ る。 それが， 協同の価値を学ばせる
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こ と に も繋が る。
(3) 先行実践の検討
話 し合いの可視化を行っ た先行実践 と して， 小
学校教諭の増川秀一 (201 1) が行っ た， 小学校 6
年社会科 「江戸体験村を作ろ う ~小学生に も よ く
わかるテーマパーク 計画書づ く り �J を取 り 上げ
る。 こ の実践では， r作家の輪J と い う 協同学習の
技法を取 り 入れている。 「作家の輪」 と は， 次の よ
う な流れに な っ ている。 ①グループメ ンバー全員
が， 渡 さ れた紙に課題に対する考えを一斉に書 く 。
② 自 分の紙を左の友達に回 し， 新たに回っ て き た
紙に 自 分の考えをつけたす。 ③メ ンバー全員が考
えをつけた し， 紙が 自 分の と こ ろ に戻っ て く る ま
で繰 り 返す。 ④友達 と 自 分が書いた こ と を発表 し
た り ， 書かれた こ と を も と に学習 をふ り 返っ た り
する。 「作家の輪」 でも， 話 し合いが可視化 さ れて
い る と い う こ と ができ る。
増川実践では， 次の よ う な流れにな っ てい る 。
① 自 分がデザイ ン した江戸体験村をふ り 返 り カ ー
ドを一斉に と な り の友達へ渡す。 ②女達がデザイ
ン した江戸体験村を じっ く り 読み， 良い点 と ア ド
バイ ス を メ ッセージ と して書 く 。 ③グループ。メ ン
ノ〈ー全員が書き 終え， カ ー ドが戻った ら友達か ら
のメ ッ セージを読む。 ④カ ー ドにふ り 返 り を書 く 。
増川は， r作家の輪」 を行っ た こ と に対する考
察 を 4 点述べている。 1 点 目 ， 全員が友達の作品
に対 し， 評価のメ ッ セージを書 く こ と がで き た。 2
点 目 ， 前に書いた友達のメ ッセージが残る ため，
書 く こ と が苦手な児童に と っ て， ヒ ン ト 的な役割
を果た した。 3 点 目 ， 友達か ら の メ ッ セージが歴
史人物や事象を多面的に見る き っ かけ と な っ てい
た。 4 点 目 ， ふ り 返 り を書 く 際， 複数の友達か ら
のメ ッ セージを比較する こ と で， 自 分の作品の工
夫や意図が友達に伝わっ ていたのか児童が石信志す
る こ と ができた。
こ こ で注 目 したいのは， 自 分の考えを可視化 し，
相手に伝えてい る こ と である。 増川が考察で述べ
ている よ う に， 可視化 した こ と で， ヒ ン ト になっ
た り ， 児童 自 身が書かれている 内容について確認
する こ と ができ た。
こ の よ う に， 授業の中に話し合いを可視化する
こ と を組み込む こ と で， 児童の学習が促進する と
い う こ と ができ る。
3 実践と 結果 (明 ら かにな っ た こ と)
(1) 山形県 M 小学校で、の実践
①授業について
ジグ ソー学習 を用いた社会科授業を 山形県 M 小
学校 6 年生 (男子 8 名 ， 女子 14 名 ， 計 22 名 ) で
実践 した。 本実践は， r 日 本 と 関係の深い国々」 を
教材化 した も のである。
単元は， 第 6 学年の内容 (3) r世界の中の 日 本
の役割について， 次の こ と を調査 した り 地図や地
球儀， 資料な どを活用 した り して調べ， 外国の人々
と 共に生き てい く ためには異なる文化や習慣を理
解 し合 う こ と が大切であ る こ と ， 世界平和の大切
さ と 我が国が世界において重要な役割を果た して
いる こ と を考える よ う にするJ か ら設定 した。
本単元では， 我が固 と つなが り が深い国 と して，
ア メ リ カ ・ 中国 ・ 韓国 ・ サ ウ ジア ラ ビア を取 り 上
げる。 こ れ ら の国々は 日 本 と の輸出入額が上位に
来ている。 ま た， 文化の面でも さ ま ざま な も のが
日 本 と 関係がある。 例えば， ア メ リ カ か ら はハン
ノ〈ーガー と いっ た欧米風な料理やク リ スマ ス ・ ハ
ロ ワイ ン と いっ た様々な行事が 日 本に入っ て き て
いる。 中国か ら は， 漢字や仏教が入っ て き ている。
韓国か ら は， 韓国風料理や最近では韓国のアイ ド
ルが 日 本で人気がある。 サ ウ ジア ラ ビア と は， サ
ッ カ ーの強豪固 と して 日 本 と 争っ てい る。
単元計画は次の表 l の通 り である。
表 1 . 単元計画
時 活 動 内 容 に 目 指す児童の姿
ついて
l 単 元 の活動 - 4ヶ国について興味 ・ 関心を持ち，
への見通 し 調べ る こ と への見通 し を持つ こ と
を持つ。 ができ る。
2， 3 そ れぞれの - 専門家グルー プに分かれ， 自分が
固 に つ い て 調べる 国の衣食住や年中行事， 学校
調べ活動 を 生活， あいさつの仕方やマナ ー等に
イJ丁-つv 。 ついて教科書や資料集を使って調
ベ， ま と める こ と ができ る。
4， 5 調べた 内 容 -班グルー プに戻 り ， 自分が調べた
を発表し，ホ 国の衣食住や年中行事，学校生活，
ー ム ス テ イ あい さつの仕方やマナ ー等を他の
し た い 国 に 班員に伝える こ と ができ る。
つ い て考 え -自分がホームステイ したい国を理
る。 由 と と もに決める こ と ができ る。
- 外国の人々 と 共に生き てい く ため
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には異なる文化や習慣を理解 し合
う こ と が大切である こ と について
理解する こ と ができ る。
第 2， 3 時では， それぞれの児童が調べ活動を行
な っ てい く 。 使用 した資料は， 教科書， 資料集，
各国に関する 図書である。
融Eで挙げた よ う に， 児童の調べる 能力への依
存を減 らすために， 4 ヶ国の比較表を作成 し， 配
布 した。 比較する 内容は， 国旗， 面積， 人 口 ， 首
都， 言語， あい さ つ， 食事， 日 本への主な輸出品
のグラ フ， 小学校の時間割であ る。 こ れ ら を資料
と して配布する こ と で， 資料が児童の学習のベー
ス と な る よ う に した。 ま た， これを元に， 児童が，
4 ヶ国でどの よ う な違いがあ る のか， 比較 しなが
ら検討でき る よ う に した。
②第 5 時の指導について
本実践では， 課題に挙げた 2 点を解決するため
に， 第 5 時にワーノレ ド ・ カ フ ェ の手法を取 り 入れ
た。 第 5 時の 目 標は次の 2 点であ る。 1 点 目 ， 自
分がホームステイ したい国を理由 と と も に決める
こ と ができ る。 2 点 目 ， 外国の人々 と 共に生き て
い く ためには異なる文化や習慣を理解 し合 う こ と
が大切であ る こ と について理解する こ と ができ る。
第 5 時の活動は次の表 2 の通 り である。
表 2 . 第 5 時指導計画
1 . 本時の課題(自分がホームステイ したい国を考え， 日 本
と 外国の生活を比較 して考えよ う ) ・流れを確認する
2. グルー プロを移動 し， ホームステイ したい固について話し
合いをする
3 .班グループに戻 り ， も う 一度ホームステイ したい固につ
いて話し合いをする
4 . も う 一度，自分がホームステイ したい国について考える
5.ふ り 返 り を行 う
第 4， 5 時で， 計 3 回の話 し合いを行 う 。 そのた
め， どの段階での書き込みかわかる よ う に使 う ペ
ンを色分け した。 1 回 目 のホームステイ したい国
を決めた後の話 し合いの際は， 黒ベンを使っ た。 2
回 目 のテーブルを移動 した話 し合いの際は， 赤ベ
ンを使っ た。 3 回 目 の班グノレーフ。に戻っ て か ら の
話 し合いの際は， 青ベンを使った。
(2) 授業の様子
図 l は実際に児童が書いた模造紙である。
図 1 . 児童が書いた模造紙
児童が書いた コ メ ン ト は次の表 3 の通 り である。
表 3 . 児童が模造紙に書いた内容
書いてあ る 内容 児童の コ メ ン ト
* 0は筆者が足 した (ベンの色)
給食ナ ッ シング! ! カ フェ いいな。 (赤)
テ リ アで 「ピザJ Iサラ ダ」 いいな， いいな! (赤)
「ジュースJ I く だもの」 な
どから選ぶ (アメ リ カ)
カ エル， カ メ ， ムカデを食 えっ! 7ムカデ! 7 (黒)
ベ る (中国) ま さ かのカエル! 7 (黒)
ですね�! ま さ かだよ�!
(赤)
けむ り を床下のけむ り みち あったかいよ� (赤)
に通 して， 床下か ら部屋全 7 (青)
体を緩めるオンドル (韓国)
授業科 目 しゅ う き ょ う (サ これなに7 (赤)
ウ ジア ラビア) めん どっ! (赤)
おいの り (青)
それぞ、れ児童が思っ た こ と を書き 込んで、いる。
最初に書き込みがあ り ， それに対 して思っ た こ と
を書いてい る も の も あっ た。 わか ら ないものには
I ? J をつけ， 説明 して も ら う 場面 も あったo
(3) ア ンケー ト の結果
単元終了後， 児童 21 名 (22 名 中 1 名欠席 ) に
ア ンケー ト を行っ たO その際， 上野 ・ 相川がい う
よ う な 自 尊感情の高ま り を見 る ために， I① 自 分か
ら調べる こ と ができたか (主体性) J í②責任感を
持って取 り 組めたか (責任) J を聞いた。 また， 学
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習の定着度を見る ために， í③班に戻っ て， 発表の
時に 自 分が調べた こ と を伝 え る こ と がで き た か
(貢献) J í④自 分が調べた以外の国について理解
する こ と ができたか (理解) J を聞いた。 さ ら に，
ワール ド ・ カ フ ェ での参加度を見るために， I⑤話
し合いの時に， 進んで参加する こ と ができたか(参
加度) J を聞いた。
「でき たJ íまあでき た」 と 答えた人数は次の
通 り であ る。 ①が 18 人， ②が 12 人， ③が 18 人，
④が 16 人， ⑤が 15 人で、あっ た (ア ンケー ト の回
収数は 21) 。
昨年の実践でのア ンケー ト の結果は次の通 り
である。 ①が 26 人， ②が 22 人， ③が 22 人， ④が
22 人で、あ っ た (ア ンケー ト の回収数は 28) 。
4 考察
(1) 子 ど も の と ら えたジグソー学習
ア ンケー ト で 「 も う 一度ジグソー学習 を してみ
たいか」 を聞いた と こ ろ， 2 名 以外全員が 「はし \J
と 答えた。 理由 を見る と ， 多様で、あった。 そ こ で，
理由 を分類 し， 児童に と っ てジグソー学習の何が
影響を与えたか， 昨年の実践と 比較 しなが ら， 考
察する。
昨年の実践では， 次の 5 種類に分け る こ と がで
き た。 1 つ 目 が， 役割 と 責任に 関する記述。 2 つ 目
が， 他人に と っ てかけがえのない存在 と なれた こ
と に関する記述。 3 つ 目 が， 友達か ら情報を教え
て も ら えた こ と に関する記述。 4 つ 自 が， グルー
プ学習が楽 しい こ と に関する記述。 5 つ 目 ;が， 様々
な国について知 る こ と ができ た こ と に関する記述。
こ の 5 つの観点で、本実践のア ンケー ト を分類 し
た。 記述の一部は次の表 4 の通 り である。
表 4 . アンケー トの分類分け
l - 自分で発表 して， それから人のを聞く と ， こ こが書
ければなぁ と 思え る こ と ができ た り ， 自分が どれく ら
い調べ られたかが， 人の感想を聞いてわかるから。
2 該当な し
3 - 同 じ グノレ}フo同士で、教えあった り して， 分かる よ う
になる から。
- それぞれについて調べて話すこ と だけでな く ， 聞 く
こ と もでき るから。
4 - みんなで楽 し く 話し合い， 楽 し く 進め られたから。
- みんなで調べて， 発表 しあ う のは と て も いい授業だ
と，思 う か ら。
5 I ・ 一つの固について詳 し く 調べる と ， その国を理解で
き て楽 しし 、からです。
1 つ目の記述か ら ， 役割を与え る こ と で児童が
責任を も っ て取 り 組め る と い う こ と ができる。 本
実践の場合は， 一人一人が担当する 国を調べ， 報
告する こ と が役割になる。 一人一人の児童が調べ
る と い う こ と を しなければ班員の学習が成 り 立た
ない。 だか ら こ そ， 児童は責任を も っ て， 自 分か
ら学習に取 り 組む こ と ができた。
3 つ目の記述か ら ， 他人 と の関わ り に関 して考
える。 2 人の児童は， ジグソー学習の良 さ であ る ，
他人か ら 教えても ら う 事を感 じてい る と い う こ と
ができる。 グループ。で教えあ う と い う こ と が学習
を促進 さ せている。
4 つ目の記述か ら， グループ学習のや り 方につ
いて考える。 こ れ ら の児童に と っ て， ジグソー学
習で印象的な こ と は， グループでの学習が楽 しい
こ と であ る。 こ の ク ラ ス は以前， 歴史学習 (織田
信長， 豊臣秀吉， 徳川!家康を調べ順位づけする
活動) で， 一度のみジグソー学習 を行なっ ている。
普段できない よ う な学習形態だ、っ たため， 印象に
残っ た と 考える。
5 つ目の記述か ら， ジグソー学習の知識理解に
ついて考え る。 様々 な国についての情報を知 る だ
け な ら ， 自 分で何時間 も かけて調べれば出来る こ
と であ る。 と こ ろが， ジグソー学習は協力する こ
と で， それを短時間で効率的に知る こ と を 可能 に
する。 ア ンケー ト ④の理解に関する項目では， 約
8 割の 16 人が他の固について理解する こ と ができ
た と 述べている。
本実践では， 分類 2 つ目の他人に と っ てかけが
えのない存在 と なれた こ と に関する記述がなかっ
た。 また， ア ンケー ト ②の責任に関する質問 で も ，
昨年 と 違 う 回答になった。 昨年は， 約 8 割が 「で
きたJ 1まあできたJ と 答えた。 しか し， 本実践で
は， 約 6 割に留ま っ てい る。 これは， 児童が発表
した こ と で相手に貢献 した と い う 感覚を得る こ と
ができたが， 弱かっ たために， 責任の度合い も 低
く なっ たためで、あ る と 考え る。
昨年の実践では， 発表の と きに一人一人 ワ ー ク
シー ト に書きこみなが ら 聞 く よ う に した。 活動時
間 は 30 分間 と した。 しか し， 本実践では， 1 ヶ国
7 分間 と 時間 を決め， 時間がきた ら発表を切っ た。
また， ワ ー ク シー ト ではな く ， 模造紙に代表者が
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書き込む よ う に した。 発表の様子を見ている と 発
表者が班グループの全員ではな く ， 書き込む人に
向かつて話していた様子があっ た。 他の児童は発
表を聞いて い る か， 書き込む内容を見ていた。 し
か し， 3 ヶ国 自 ぐ ら いにな る と ， 発表を聞かず，
ど こ かを見ている児童がし 、た。 これは模造紙にま
と め る児童を一人 と 決めて しま っ たため， 他の児
童に話を書く と し づ 責任が生 じていない状態であ
る。 それが， 聞かな く て も よ い状態 と なっ て しま
っ た。 発表する児童に と っ て， 他の班員のために
なっている と い う 感覚を感 じ る こ と ができなかっ
た と 考える。
も う 一度ジグソー学習 を し た く な い と 答 えた
児童が 2 名 いた。 その理由 を， 1 自 分でノ ー ト に書
く と い う と 早 く 書けないので。 言っ た こ と をほ と
ん ど書けないか ら (B 児) J ，  1緊張する から (c 児) J
と 記述 している。 こ の二人の児童に と っ て， ジグ
ソー学習は負荷が高かっ た と し 1 う こ と ができ る。
専門家グループで調べ活動をする 際の最後に， 児
童の調べる能力 に関わらずに学習内容を整理でき
る よ う に， 他の児童 と 協力 し， 専門家グループ。内
で調べた内容を整理する 時間を設定 した。 し か し，
こ の二人の児童の よ う に こ の よ う な学習システム
を入れて も責任感が負荷 と な り ， 学習を停滞させ
る場合が あ る のである。
(2) ワ ーノレ ド ・ カ フ ェ ， 可視化を組み込んだ効果
授業に ワ ール ド ・ カ フ ェ， 話 し合いの可視化を
組み込んだ効果について次の 3 点をい う こ と がで
きる。 1 点目， ワ ール ド ・ カ フ ェ は話 し合いを促
進 さ せ， 協同の価値を感 じ させる こ と ができる こ
と。 も う 一度， ワ ーノレ ド ・ カ フ ェ を したし 1かを聞
いた と こ ろ， 約 9 割の 18 名 が 「 したし リ と 答えた。
その理由 について， 次の よ う に書いている。 14 ヶ
国の こ と や他の国の こ と が も っ と 知れる と 思 う か
ら (D 児) J ，  1みんなで楽 し く 話 し合いができたか
ら (E 児) Jo D 児は， 協力 して学習する こ と で 自 分
の学習がすすむ と 感 じている と い う こ と ができる。
つま り ， 協同の価値を学んで、い る。 相手か ら学べ
る と 感 じている か ら こ そ， も う 一度 したい と 答え
ている と 考える。 E 児は， 話 し合いが楽 し く でき
た と 答えている。 これは， 自 由 に話ができる授業
の枠だか ら こ そ， こ の よ う に答え， 相手と 学ぶこ
と ができた と 考える。
2 点目， 違 う グループに移動する こ と で， 違 う
情報に触れ， 新 しい気づきを得る こ と ができた り ，
話 し合いを可視化 した こ と で理解を助けた り する
こ と 。 話 し合いの様子を見ている と ， 次の よ う な
場面があった。
サウジアラビアに関する発表の場面。 サウジアラビアを
担当 した B 児が授業科目について， I国語， 算数， 社会，
理科， 英語， (男子のみ) 体育， (女子のみ) 家樹ヰ， 宗教，
美術， コ ンピューターJ を発表する。 D 児はその発表を聞
きながら， 別の児童が書いている様子を見ている。
(中略)
グソレーブ。を移動し， 話 し合いを している場面。 F ��は宗
教に関 して， Iめん どっ ! J と 書きこむ。 また， G児は「こ
れ何? J と書きこむ。
(中略)
玉!fグノV�ブ。に戻ってき て， 話 し合いを している場面。 D
児は， Iめん どっ ! J Iこれ何 ? J の コ メ ン ト を見て， Iお
いの り 」 と 書きこむ。
こ こ か ら次の 2 点をい う こ と ができる。
1 点目， 発表を聞いて， 学んでい る こ と 。 D 児
はサ ウ ジア ラ ビアについて調べていないが， F 児
と D 児の コ メ ン ト に対 し， その答えを書いている。
これは， B 児の発表を聞いて， 学んだため と い う
こ と ができる。
2 点目， 交流 し た こ と で， 学んでいる こ と 。 F
児， G 児の グループOでは， 2 っ と も サ ウ ジア ラ ビア
の宗教の授業に関する事実は書かれていなかっ た。
テーブルを移動 し， 交流 し た こ と でサ ウ ジア ラ ビ
ア に関する新 しい情報を得た と い う こ と ができる。
話 し合いの可視化に関 して 1 点述べる。 それは，
話 し合いを可視化する こ と で， 児童の理解を助け
る と い う こ と であ る。 ワ ーノレ ド ・ カ フ ェ を も う 一
度 したい理由 について， G 児は次の よ う に書いて
いる。 11 つの紙に 4 つの国の こ と を詳 し く 書けた
し コ メ ン ト も読む と 面 白 かっ たのでよかっ た」 。
G 児は 4 ヶ国について発表す る 際， 班の代表 と し
て模造紙にま と めてい る。 こ こ で注 目 したいのは，
「 コ メ ン ト も読む と 面 白 し リ と し づ 記述であ る。
模造紙に書きこむ こ と で， 文字 と して残る。 その
ため， 会話 した場にいな く て も ， 後で内容を確認
できる。 それが， 新 しい気づきを促 し， 理解を助
ける働きを し， 児童の学習 を手助 け した。
3 点 目 ， 児章の調べる 能力 に依存する こ と を減
らすこ と ができ る こ と 。 他の グループ。と 交流する
こ と で， 自 分の班グループでは知 ら なかっ た情報
を得る こ と ができたため， それぞれの児童の調べ
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る能力への依存を減 らすこ と ができた。 B 児は，
ワ ーノレ ド ・ カ フ ェ を も う 一度 したい理由 について，
次の よ う に書いている。 「 ノ ー ト に書かないので，
と ま どわな く てわか り やすし リ 。 これは， 班グノレー
プでの話 し合いで， 1代表者が模造紙に書く 」 と し
た こ と で， B 児の負荷が減 り ， 話 し合いに参加 し
やす く な っ た と い う こ と ができる。 ワール ド ・ カ
フ ェ の手法を組み込む こ と で， 話 し合いへの参加
を促す と い う こ と も 明 らかになったO
しか し， 課題 も l 点ある。 それは， 模造紙に書
く こ と に集中 し， 話 し合いが途切れる場面があ る
こ と である。 書 く こ と に集中 して しまい， 書いた
内容について， 話が さ れない と き も あった。 これ
では， 話 し合いが深ま ら ない。 授業の開始時に筆
者が 「考えた こ と を模造紙に書きなが ら話を しま
し ょ う 。 いたず ら書きを して も いいです」 と 指示
した。 そのため， 模造紙に書 く こ と が児童の主た
る 活動になっ て しま っ た と 考え る。 そ う ではな く ，
話 し合いが主た る 活動にな る よ う に， 児童の意識
を 向 け る こ と が必要だ、っ た。
(3) 子 ど も の 4 ヶ国に対する理解
第 5 時のふ り 返 り に， 1 日 本 と 比べて， 4 つの国
の文化や習慣について考えた こ と やこの学習 を通
して感 じた こ と 」 を書かせた。 児童の記述は， 次
の表 5 の通 り である。
表 5 . 児童のふり 返 り
H 私は今回 日 本 と の関わ り について調べてみて， それ
YG ぞれの国が大切な役割を しているこ と がわか り ま し
た。 アメ リ カ は経済の中心地， 中国は 日本経済の柱，
韓国は人気の国， サウジア ラビアは石油な どのエネ
ノレギ ーをおぎ、なっ ているこ と がわか り ま した。 国が
ちが う と食事から学校での様子までた く さ んのこ と
がちがっ ていま した。 私は韓国を選びま したが， そ
の他の国々 も それぞれ良さがある と 思います。 これ
か ら も 日 本だけでな く 世界について も っ と 関心を も
ちたいです。
D 私は韓国を調べてみて， 毎回給食でキムチがでるの
目屯 はすごいなぁ と J思いま した。 それから， 中国はムカ
デやカエルな どの虫をたべ る と い う こ と がびっ く り
しま した。 食べ物を少 し残す と い う マナ ーがある と
初めてわか り ま した。 ア メ リ カ は， 朝食の トース ト
やシ リ アノレがおい しそ う と 思いま した。 肉もおい し
そ う だな あ と 思いま した。 サウジア ラビアは宗教の
あい さ つがた く さ んあってたいへんだな あ と 思いま
した。 でも， 休みが多 く ていいなぁ と 思いま した。
B ぼ く は， サ ウ ジア ラビアを調べま した。 サ ウ ジア ラ
�'G ピアは， イ ス ラム教をだい じに している。 ア メ リ カ
は， 昔の行事をだい じに している。 中国は， 料理，
食べ物を大事に している。 韓国は， 冬が寒いのでオ
ンドノレと い う だんぼ う せつびがある。
H 児は， 中国を調べた。 最初のホームステイ し
たい国を決め る と きは， アメ リ カ を選んだ。 最終
的に決め る と きは， 韓国を選んだ。 韓国に した理
由 を次の よ う に書いている。 「食事が体にいい し，
学習が しっ か り 身についていて 自 分のためにな る
と 思 う か ら。 さ ま ざま な こ と を身につけて 日 本に
帰れる と ，臣、 う か ら。 将来性を考えた ら 4 ヶ国の中
で一番し\い と 感 じ る ためJ o H 児は， 授業を通 し，
それぞ、れの国が役割を持っている こ と を学んだ。
発表を聞き， その内容か ら， 国 ご と の役割につい
て考えを深めてい る。
D 児は， 韓国を調べた。 最初のホームス テイ し
たい国を決め る と きは， 韓国を選んだ。 最終的に
決め る と きは， 韓国を選んだ。 ふ り 返 り を見る と ，
4 ヶ国の文化や習慣の特徴を述べている。 (2) の交
流場面で も 見た よ う に， 他の児童の発表を聞き，
発表内容を 自 分の新 しい知識に し， それを使い，
他の児童に貢献 している。
B 児は， ジグソー学習 を も う 一度 した く ない と
答えた児童である。 B 児に と っ て， 負荷が高い こ
と を述べてきた。 しか し， 負荷が高い中 で も ， 4 
ヶ国の文化や習慣を B 児な り に捉えてい る。 B 児
は， それぞれの国が， 何を大事に している か と い
う 視点で考えた。
昨年での実践では， 理解が進ま なかっ た児童の
4 ヶ国の文化や習慣に対する理解は こ の水準ま で
到達 していなかっ たO も ち ろん， 資料が昨年 よ り
詳 し く な っ た と い う こ と も あ る。 しか し， それだ
けが理由ではない と 考え る。 児童の理解が こ の水
準ま で到達 した理由 は 1 点あ る と 考え る 。 それは，
授業に ワ ール ド ・ カ フ ェ を組み込んだか ら で、ある。
それぞ、れの グループ。では， 模造紙に書いてあ る 内
容が異な る。 自 分たちのグループ。 と 書いである様
子が違 う ので， どのよ う な こ と が書いて あ る のか
気にな る のである。 だか ら こ そ， 他の グループ。の
模造紙の内容を見る。 違 う 情報も あれば， 同 じ情
報 も あ る。 4 ヶ国に関する情報に何度 も 触れる た
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め， 理解が進むのである。
学習 を通 し， 児童は 4 ヶ国の文化や習慣に関す
る理解が進んだ と い う こ と ができ る。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
本研究の課題は次の 2 点で、あっ た。 1 J京目， 児
童が授業を通 して教育内容 と 共に， 協同の価値を
学べる学習 システム を構想する こ と ができ る か。 2
点 目 ， 児童の調べる能力 に依存する こ と を減 ら し，
学習のベース と な る よ う な学習の素材を どのよ う
に組み入れる こ と ができるか。
これについて， 次の 2 点が明 ら かになったO
1 点目， 授業にジグソー学習 と ワ ール ド ・ カ フ
ェ を組み込むこ と で， 児童が相互に学ぶ こ と がで
き， 教育内容 と 協同の価値の両方を学ぶ こ と がで
きる こ と 。
2 点目， ワ ーノレ ド ・ カ フ ェ の手法を組み込む こ
と で， 児童の調べる能力 に依存する こ と を減 らす
こ と ができる こ と 。
(2) 訊題
本研究で明 ら かになった課題は次のI 点であ る。
それは， 書 く 能力を高め る こ と と 多様な協同の場
を組み合わせた学習 を継続的に行 う こ と が必要だ
と い う こ と であ る。 書 く こ と が苦手な 2 名 の児童
がジグソー学習 を した く ない と 答えた。 書 く 能力
が高ま る こ と で， 学習への参加を促 し， 協同の価
値を学んでい く 。 2 つの組み合わせを考えたい。
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